
迫力の武者人形灯篭が夜の街に浮かび上がり、跳人と呼ばれる踊り手が乱舞する勇壮なお祭りです。

「らっせーら」のかけ声とともに、気合たっぷりに乱舞する跳人の後に巨大なねぶたが迫り、まさに圧巻です。団体に

登録し、跳人の正装さえすれば誰もが参加できるのも魅力で、日本の火まつりの感動を誰しもが味わえます。

７日の夜には海上運行が行われ、同時に大花火大会で幕を閉じます。

ねぶたの由来については、征夷大将軍「坂上田村麻呂」が敵を威嚇するために作ったものであるとか七夕の灯篭

流しが変形したものであるとか、いくつかの説がありますが現在では「眠り流し」という農民行事説が定説となって

います。

これは農作業の忙しい夏季におそってくる睡魔という目には見えない魔物を追い払うための行事です。

ねぶたという言葉はこの眠り流しからねむた流しさらにねむた、ねぶたに転訛したのではないかといわれています。

睡魔（すいま）を払い、穢（けが）れを川や海に流す行事とされる「灯篭流し」は、東北地方ではねぶり流しと

呼ばれ、小灯篭を川に浮かべる「ねぶり流し」が各地で行われてきました。

そう考えれば、8月7日（木）に行われる「海上運行・花火大会」が、まさにこの行事を再現したものといえるで

しょう。各部門の大賞を受賞したねぶた5台が船に乗せられて青森港を2周し、ねぶたが去ると約11,000発の

大輪の花火が夜空を焦がす…。ゆっくりご覧になれる有料観覧席もオプションでご用意しました。

JetGolf2026 ねぶた祭とゴルフの陸奥

祭り観覧とオプションについて

ジェットアンドスポーツ
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ねぶた祭りの起源

※令和3年の「青森花火大会・ねぶた海上運行」は中止となりました

ねぶた祭りってどんなお祭り？



８／６（木) ※夕食と、跳人参加オプションを、両方お申し込み頂くことはできません。

8月６日はねぶたの夜間運行の最終日です。20台を超える大型ねぶたが出陣し、勇壮な武者の迫力に観客が

喝采と拍手を送り、市街は熱気に包まれます。

郷土料理　高久 ８，８００円（飲物代別）

お祭りで活気づく青森の町も魅力ですが、お祭り前に美味しいお食事は如何でしょう。

津軽三味線やミニねぶたのライブもあります。

陸奥湾の新鮮な魚貝を使った郷土料理をお楽しみください。

衣装レンタル（浴衣・鈴・着付け込み）4,400円～　

足袋1,540円~ 草履2,420円～　花笠7,000円～　　　
※料金は一例です。正確な金額はお申込時のご案内となります。

誰もが参加できるのもねぶたの魅力。一緒に跳ねれば一生の思い出！

観るだけじゃなく参加してこそ「ねぶた祭り」。跳人になって日本の火祭りを

是非楽しんでください。

ねぶた運行コース
ねぶたが運行コース上に待機し、出発の号砲とともに動き出す一斉スタート方式（右回り）から、出発地点より

1台ずつ運行する順次スタート方式（左回り）に、2022年より変更されました。下記2ヵ所からスタートします。

１７：３０～

跳人になろう！　　　　　

花笠をかぶり正装で参加しましょう。

ねぶたの運行は「ねぶた」「囃子（はやし）」「ハネト」の三位一体で成り立っており、2～5日の運行中に、2日以上

運行した大型ねぶたを対象にし、各団体による審査が行われます。審査は、祭り主催団体、報道機関、有識者の

中から、ねぶたに造詣の深い者である「審査委員」と、文化団体、国際交流団体などの推薦者、一般公募の青森

市民による「一般審査員」によって行われるのだそう。

5日の夜には審査結果が集計され、総合評価により最も優れた団体に「ねぶた大賞」が贈られます。そして翌6日の

夜の運行で、山車の正面に「ねぶた大賞」などの額縁を掲げ、各賞がお披露目されます。

オプション

オプション



８／7（金)
受賞したねぶた５台が青森港を運行し、花火とともにねぶた祭りのフィナーレを飾ります。

幻想的な海上運行と夜空を彩る花火はどこかもの悲しく、感動的です。

青森港の護岸より各自見学となります。

●海上運行・花火大会有料観覧席

新中央埠頭観覧席： 　８，８００円（お弁当代を含む）

花火打上場所の目の前「新中央埠頭」に用意される椅子席です。

目の前で上がる花火の大迫力は圧巻です。

Aコース（ホテル青森泊）のみ Bコース（海浜ロッジ泊）ご参加頂けません。


